
2010年代、多くの日本人研究者にノーベル賞が贈られました。
受賞対象となった発明を紐解いてみると、発明から実用化の各
段階において、数多くの特許が出願、権利化されています。
本特集では、近年のノーベル賞発明の中でも、産業の発展に特に
大きな影響を与えた「iPS細胞」、「青色LED」に焦点をあて、特許
制度がどのように活用されているか紹介します。
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